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Ｘ．木工事 
 
 

木工事目次 

   

 １）土台敷き  

 ２）建方  

 ３）軸組関係  

 ４）外部まわり木工事  

 ５）断熱材入れ  

 ６）内部各下地  

 ７）造作  
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１）土台敷き 
 

 

土台敷き 
 
ａ．土台の位置墨を出す。 
（1）基礎完了時に打たれた基礎天端墨の精度を点検し、基礎と土台のずれ限度を勘案しなが
ら位置を調整し基準位置墨として決定する。 

（2）基準位置墨を基礎天端より基礎側面に移して墨付けする。 
（3）基準位置墨を基にそれぞれの土台通り位置を測り出し基礎天端に土台位置墨を打つ。 
（4）土台位置墨は土台の内側面を示す。（アンカーボルトを避ける） 
ｂ．１階床組立て図を見ながらその番付けに基づいてすべての土台を基礎周囲に配る。 
・この時点で土台の長さ、仕口適否（男木女木の関係）、部材の曲がりや割れ等をチェック

しておく。 
ｃ．土台に 16mm程度のアンカーボルト穴をあける。 
・アンカーボルトが斜めに立ち上がっていた場合はあらかじめ直しておく。 

ｅ．ねこ土台を各取り付け位置に配置する。 

ねこ土台 
土台……＠455 
大引……＠910 

 
ｆ．土台の小口およびアンカーボルトの穴に防腐剤を塗布する。 

防腐剤を塗布すべき部分 
・防腐剤土台…現場加工部分 
・未処理土台…土台等の裏面および仕口加工部分 

 
ｇ．土台および火打ち土台を取り付ける。 
（1）土台割付け図を確認し土台取付けの順番を決める。 
（2）外回りの長手方向の一辺を定め、外回り土台を取り付ける。 
（3）内部土台の男木・女木を確認しながら順次土台を納めていく。 
（4）アンカーボルトに座金（スプリング座金）を敷き、すべての土台をナットで締め付ける。 
（5）火打ち金物を取り付け、ボルト（逆目釘）で固定する。 
（6）大引き受け金物（OJH 105）を固定する。 
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ｈ．土台取付けの完了確認を行う。 
（1）土台の通り、継手、ボルトの位置、基礎とのずれ、不陸等不具合がないかどうか再確認
する。 

（2）各辺の全長を測り、伸び縮みをチェックする。 
ｉ．鋼製束を大引きの所定の位置に取り付け、足に釘止めおよび接着剤を塗布し設置する。 
・レベルは上棟後に根太取り付けの前に正式に調整する。 

 
２）建て方 
ａ．建て方準備 
（1）先行して足場を設置する。 
（2）工場による各階床組立図・小屋組立図を確認して建て方の順番を定める。 
（3）構造材をできるだけ広げて材料を確認する。 
（4）仮筋かい足場板、雲筋かい等を用意すること。 

 
ｂ．一階の建て方 
（1）通し柱にからむ一組の軸組を地上で組み立て、クレーンで建て起こす。 
①図面の番付けに基づき通し柱とこれに取り付く胴差およびこの胴差にからむ管柱を並

べる。 
②柱に胴差を差し込み、仕口を所定の釘・金物で固定する。 
③クレーンで静かに建て起こし、水平器等を用いて垂直を確認した後仮筋かいで固定する。 

（2）同要領で隣の外周部軸組を順に組み立てクレーンで建て起こす。 
・横架材接合部男木女木を確認しながら行う。 

（3）同要領で内部軸組を組み立て、順に建て起こしていく。 
（4）1 階部分の建方が完了したらいったん仮筋かいを外し、下げ振りを用いて軸組全体のゆ
がみを調整して、垂直確認を行った後にあらためて仮筋かいを取り付け固定する。 

（5）2階の甲乙梁を取り付け、釘打ちで固定する。 
 
ｃ．二階の建方 

 

 
墜落防止 2階床先行 
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（1）落下防止等 2階建て方作業の安全措置を行う 
・開口部分に安全ネットを張る。 
・2階作業用はしご（昇降設備）をロープ等で固定する 
・足場板や合板を用いて 2階作業床を造る。 

（2）外周部軸組を組み立て、建て起こす。 
（3）内周部軸組を組み立て、建て起こす。 
（4）柱の垂直を確認し、ゆがみ調整の後仮筋かいで固定する。 
（5）作業用はしご等昇降設備 
・踏み面……………丸パイプ等ではなく踏み面のあるもの 
・柱脚部……………自在型すべり止め付きアルミ製 

（6）小屋梁を取り付ける。 
①それぞれの軸組は、1階と同様に地上で組み立ててからクレーンで 2階に上げる。 
②敷地内に作業スペースがない場合は、2階作業床の上で組み立てて建て起こす。 
③クレーンが使用できない場合は、2階柱に足場丸太を結び付け、布丸太で足場を確保す
る。 

 
ｄ．１階～２階の小屋組 
（1）足場板等により 1階 2階それぞれ小屋組のための作業床をつくる。 
（2）クレーンによってすべての小屋束を作業床の上に載せる。 
（3）2階の小屋組を行う。 
・小屋組立図と照合しながら番付けに従って小屋束を桁の上に取り付ける。 
・母屋および棟木を小屋束の上に取り付ける。 
・母屋の上に数本の垂木を流して屋根勾配を確認する。 
・小屋束の垂直を確認し桁行き筋かい・梁間筋かいを取り付け固定する。 

（4）1階の小屋組を行う。（上記手順 3に準ずる） 
 

ｅ．第一次構造金物取付け（小屋回りかすがい・胴差回り羽子板金物等） 
 

 
 
 

1階と同じ要領で行う 
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（1）金物取り付け忘れがないように、また効率的な作業ができるように取付けの順番を定め
る。 
（通常は、（1）胴差・桁回りの梁受け金物・羽子板金物→（2）火打ち梁・ボルト→（3）
小屋回りかすがい打ちの順に各々片をつけながら進める。） 

（2）各接合部に所定の金物を取り付ける。 
・胴差回り（または桁回り）金物を取り付ける。 ※座金はすべてスプリング座金を使用 
・火打ち梁を取り付ける。 
・小屋束まわりのかすがい金物を取り付ける。 

（3）最後に金物の付け忘れや取付け不良がないかどうか点検する。 
 
３）軸組み 
ａ．２階屋根の垂木・破風板・あおり止め金物取付け 
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（1）図面を確認する。 
・軒の出寸法……………立面図寸法……………軒側：樋先端見なし線を示す 
・軒先の納まり……………垂水か矩手か 
・トップライト・棟換気・その他特殊事項の有無 

（2）垂木を取り付ける。 
①定尺材垂木で足りる部分は、垂木頂部の拝みカットを施し、棟から垂木を流す。 
②垂木継手が出る部分は、軒先から棟に向かって垂木を割り付け、母屋上所定の位置で継

手を取る。 
③垂木の継手 
・母屋上 50mm程度の位置でそぎ継ぎ（釘：N75－2本両側から斜め打ち） 
・継手位置は乱に割り付ける 

（3）軒先をカットする。 
①図面に基づき軒先カット寸法を割り出し、カット垂木上端に墨を打つ。 
②垂木をカットする。 

（4）破風板を取り付ける。 
①垂木の先端に水糸を張り、軒先カット線の通りを確認する。 
②所定の継手加工を施した破風板を垂木先端に取り付ける。 
・既製品不燃破風板の場合は、破風板の取付け下地としてあらかじめつが板等を垂木に

取り付け補強しておく。 
③木製化粧破風板の取付け 
・釘打ち……………2本／ケ所：ステンレススクリュー65またはフロア 65 
・継 手……………矢はず継ぎ（同材以上で裏打ち補強） 
④化粧不燃破風板の取付け 
・釘打ち……………2本／ケ所：ステンスクリュー65またフロア 65 
・継 手……………いも継ぎ（目透かし幅：5mm程度） 

（5）下げ振りを用いて敷地境界線との距離を測り、図面と照合する。 
・念のため斜線制限等の法的事項も併せてチェックする。 

（6）桁方向のすべての垂木にあおり止め金物を取り付ける。 
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ｂ．2階屋根の野地板張り 

 

 
 

（1）軒先合板の位置を定めて垂木の上端に合板の張り始めの位置墨を出す。 
・軒先合板（または広小舞）の破風板からの出寸法 
 軒 側 けらば 
石綿スレー卜葺き 40mm 15mm 
瓦葺き 30mm 15mm 

 
（2）軒先合板を張る。 
①墨に合わせて軒先合板を割り付け、合板の上端、下端の垂木当たり部分に仮釘を打つ。

合板相互は千鳥に割付ける。 
②合板に乗ったときに危険のないように、仮釘はきちんと打っておくこと。 
③順次、軒先の周囲すべてに合板を張り回す。 
④軒先合板が張り終わったら、落下防止のため軒先の周囲に小割角材等を打ち付けておく。 
⑤同様にして 2段目以降の合板を棟に向かって張り上げる。 
⑥最上段の合板のカット位置に墨を打ち、丸鋸で切断する。 

（3）垂木の通りに釘打ちのための墨を出し、所定の間隔で本留め釘を打ち付ける。 
・野地板の釘打ち……………N38：垂木あたり＠150内外 

（4）瓦屋根の場合 
・軒先に広小舞を、切妻のケラバには、登り淀を取り付ける。 

（5）トップライトがある場合 
①トップライトの納まりは、メーカーによって異なるので、よく打ち合わせしておく。 
②取り付けるトップライトの位置を確認して野地板をあけて本体を固定する。 

 
ｃ．内外部筋かい取付け 
（1）図面を確認する。 
・筋かいを入れるべき箇所 
・筋かい材の寸法 
・筋かいの向き 
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（2）筋かい材を加工する。 
・土台と柱に合わせて筋かい材の下部を突き付け加工する。 
・筋かい材を軸組にあてがい上部加工位置に印を付ける。 
・筋かいの上部下部に隙間が生じないように正確に位置出しする。 
・筋かいの上部を加工する。 

（3）まず、筋かい BOXプレートを付けてから加工された筋かいを軸組に止める。 
（4）たすき掛け筋かいの部分…………筋かい交差部の隙間にパッキン材を入れ、筋かい相互

を釘打ち固定する。 
（5）同要領にて順に 1階 2階の外壁・間仕切り壁の筋かいをすべて取り付ける。 
（6）最後に筋かいの取り付け忘れがないかどうか図面と照合する。 

 
ｄ．第二次構造金物取付け［外壁回り・内部床がらみの構造金物］ 
（1）金物取り付け忘れがないように、また効率的な作業ができるように取付けの順番を定め
る。 
・外壁回り構造金物取付け 
・間仕切り壁下部の構造金物等取付けの順に進める。 
・階段室や吹抜けに面する部分は座掘りを行ってから金物を打ち付ける。 

（2）各接合部に所定の金物を取り付ける。 
 

耐力壁の
仕様 
柱の位置 

構造用画材＋筋か
い（壁倍率 4．5） 

構造用画材 
（壁倍率 2） 

筋かい 45×90 
（壁倍率 2．0） 

2階 
または 
平家 

出隅の柱（外壁） S－HD20（2階の場
合） 

S－HD20（平家の場
合） 

かど金物 CP－T
同等品 

 

その他の軸組端部の柱 かど金物 CP－T同
等品 

かど金物 CP－T
同等品 

かど金物 CP－T
同等品 

2階 
部分の 
1階 

1 階・2 階の柱が共に出
隅の柱（外壁） 

S－HD20×2 S－HD20  

1 階が
出 隅 の
柱 で な
い場合 

2 階が出隅の
柱の場合 

S－HD15 S－HD10 かど金物 CP－T
同等品 

2 階が出隅の
柱でない場合 

かど金物 CP－T同
等品 

かど金物 CP－T
同等品 

 

（柱）*緊結金物は，柱の柱頭・柱脚部に取り付ける。（通し柱には，1 階では柱脚，2 階では
柱頭のみに取り付ける。） 

*釘はすべて ZN65を使用，またはすべてビス使用。 
*品番の下にアンダーラインがあるのは，基礎直結タイプのホールダウン金物。 

 
（3）最後に金物の付け忘れや取付け不良がないかどうか点検する。 
（4）主要構造金物の取付けは、取り付け忘れ防止と施工性を考慮しながら部位別に整理し、
大きく 3回に分けて取り付ける。 
①まず、外壁にからむ構造金物 
②間仕切り壁下部（床がらみ）の構造金物取付け 
③安全のために、床を張った後に間仕切り壁上部の構造金物取付け 
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ｅ．第三次構造金物取付け（胴差・桁等の継手および内部管柱・筋かいの上部） 
 

 
 

（1）金物の取り付け忘れがないように、また効率的な作業ができるように、取付けの順番を
定める。（通常は 1階から 2階へ、各部屋各壁線単位できりをつけながら進める。） 

（2）金物を取り付けるべき壁の前面に脚立、足場板等を使って金物取付けのための作業足場
をつくる。 

（3）各接合部に所定の金物を取り付ける。（ボルト接合部の座金はスプリング座金を使用す
る） 

（4）足場を移動して次の箇所の金物を取り付ける。 
（5）すべての金物取付けが終わったら、最後にもう一度各部屋各部を見回し、取り付け忘れ
や施工不良箇所がないかどうか総点検する。 

（6）この工程は構造用金物取付けの最終工程である。各部取り付け忘れや取付け不良がない
かどうか特に念入りに点検する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サンプルのため以下省略 


